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10月の休日救急医
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（
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山
中
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12日

19日

26日

11月上旬の予定

2日　至誠堂

3日　池田1
9日　山　口　1
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町

　
町

西
本
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院
院
院

医
　
医
医

堂
　
田
口

誠
至
池
山

灘
．

蕪

　
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
行
楽
－
秋
の

形
容
に
は
こ
と
欠
き
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
、
橘
保
育
園
の
小
さ
い
秋
は
、

天
高
く
…
…
　
食
欲
の
秋
で
し
た
．

　
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
メ
ン
チ
カ
ツ
、

千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
に
た
ま
ご
ス
ー
プ
。

手
持
ち
の
弁
当
に
は
、
そ
れ
な
り
の
量

が
入
っ
て
い
ま
す
．

　
少
し
く
ら
い
味
が
良
く
て
も
悪
く
て

も
？
　
元
気
に
み
ん
な
食
べ
ち
ゃ
い
ま

し
た
。
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町
議
会
は
、
先
月
十
・
十
一
日
に
第
六
回
定
例
会
を
、
ま
た
、

三
十
日
に
は
第
七
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
十
日
に
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
、
十
一
日

に
は
、
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
、
五
十
五
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
、
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
建
設
用
地
の
取
得
な
ど
の
審

議
が
主
で
し
た
。

　
一
方
、
臨
時
会
で
は
、
歯
科
診
療
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
政
に
つ
い
て

四
氏
が
一
般
質
問

◇
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

◇
戸
田
哲
次
議
員
　
国
鉄
信
濃
川
発
電

所
第
五
期
工
事
計
画
の
導
水
路
は
、
川

西
町
の
地
下
を
通
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
そ
う
な
れ
ば
地
下
水
の
流
路
の
変

革
や
流
量
の
不
足
は
決
定
的
で
あ
る
。

水
資
源
は
い
く
ら
確
保
し
て
も
余
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
社
会
機
構
の
中
で
、

ど
う
対
処
す
る
か
。

◇
根
津
町
長
信
濃
川
沿
岸
の
農
業
用

水
や
、
飲
用
水
な
ど
数
々
の
問
題
が
あ

る
が
、
調
査
し
て
十
分
の
補
償
が
得
ら

れ
る
な
ら
、
国
策
に
そ
っ
て
行
く
べ
き

と
考
え
る
。

◇
戸
田
専
治
議
員
中
子
地
区
の
「
財

団
法
人
日
本
全
寮
学
園
」
の
設
置
の
動

き
と
、
歯
科
診
療
所
の
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
。

◇
根
津
町
長
　
　
「
全
寮
学
園
」
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
東
京
・
文
京
区
の
京
北

学
園
誘
致
の
話
を
進
め
て
い
る
。
歯
科

診
療
所
に
関
し
て
は
、
九
月
い
っ
ぱ
い

で
益
田
先
生
が
退
職
す
る
が
、
十
月
か

ら
は
大
久
保
先
生
に
お
願
い
す
る
。

◇
丸
山
久
一
郎
議
員
　
圃
場
整
備
地
区

外
の
農
道
で
、
急
勾
配
の
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
作
業
の
安
全
な
ど
の
た
め
に
も

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
装
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

◇
根
津
町
長
　
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、

来
年
度
か
ら
年
次
計
画
で
取
り
組
み
た

い
。
農
道
台
帳
の
整
備
も
必
要
で
あ
ろ

》
つ
。◇

滋
野
一
郎
議
員
主
要
地
方
道
長
岡

i
小
国
－
松
代
線
の
国
道
昇
格
運
動
と
、

小
千
谷
ー
十
日
町
－
津
南
線
の
道
路
改

良
計
画
の
そ
の
後
は
。
　
（
国
鉄
小
千
谷

発
電
所
ず
い
ど
う
の
件
は
省
略
）

◇
根
津
町
長
　
長
岡
ー
小
国
－
松
代
線

の
川
西
地
内
は
十
六
・
三
キ
ロ
で
あ
る
。

関
係
十
五
市
町
村
で
期
成
同
盟
を
作
り
、

国
道
昇
格
運
動
を
行
っ
て
い
る
。
小
千

谷
ー
十
日
町
－
津
南
線
は
、
国
道
な
み

の
改
良
工
事
を
す
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
る
。教育委員に

丸山富司氏を再任

◇
承
認

　
　
さ
れ
た
も
の

○
昭
和
五
十
五
年
度

農
業
共
済
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　
農
作
物
共
済
勘
定

に
二
万
円
を
追
加
し

て
、
歳
入
歳
出
と
も

九
千
二
百
二
十
四
万

五
千
円
で
す
。

◇
同
意

　
　
さ
れ
た
も
の

○
教
育
委
員
会
委
員

の
丸
山
富
司
氏
の
任

期
が
九
月
十
五
日
で

満
了
で
す
が
、
再
任

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
任
期
四
年
）

◇
可
決
さ
れ
た
も
の

○
町
村
人
事
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
お
よ
び
規
約

の
変
更

○
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

大
倉
区
長
中
條
重
夫
、
宮
啓
一
（
山
野

田
）
、
小
海
珍
亮
（
小
根
岸
）
、
高
橋

源
治
郎
（
柏
崎
市
）
、
星
名
四
郎
（
上

野
）
、
南
雲
乙
歳
（
中
仙
田
）
、
中
村

茂
一
（
坪
山
）
、
若
山
三
郎
（
新
町
新

田
）
、
十
日
町
新
聞
社
、
水
口
沢
総
代

平
野
圭
二

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
水
口
沢
村
五
人
組
持
高
書
上
帳
（
一

八
〇
九
年
）
・
川
浦
御
用
留
（
一
八
四

九
年
）
・
出
入
雑
用
金
借
証
文
之
事
－

三
桶
村
と
山
野
田
村
の
荷
継
ぎ
場
争
い

の
一
件
（
一
八
五
五
年
）
・
田
畑
御
物

成
米
免
割
帳
（
一
八
六
六
年
）

　
以
上
総
数
六
百
十
五
件

　
　
　
　
　
　
　
（
九
月
末
日
ま
で
）
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辮
　
　
霧
番
　
・

　
南
雲
乙
蔵
（
中
仙
田
）
さ
ん
が
写
真

の
高
札
を
所
蔵
し
て
お
ら
れ
た
。
い
ず

れ
も
幕
府
直
轄
領
時
代
の
も
の
、
庄
屋

様
の
軒
先
か
、
あ
る
い
は
村
の
要
所
に

立
っ
て
ニ
ラ
ミ
を
き
か
せ
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

写
真
①
　
　
　
定

一
、
火
を
付
る
者
を
し
ら
ハ
申
出
べ
し
、

も
し若

か
く
し
置
に
お
い
て
ハ
其
罪
重
か
る

べ
し
、
た
と
ひ
同
類
た
り
と
い
ふ
と
も

申
出
る
に
お
ゐ
て
ハ
其
罪
を
ゆ
る
さ
れ

む
う
と

急
度
御
褒
美
可
被
下
事

一
、
火
を
付
る
者
を
見
付
は
こ
れ
を
捕

へ
早
々
申
出
べ
し
、
見
の
が
し
に
す
べ

か
ら
ざ
る
こ
と

一
、
あ
や
し
き
も
の
あ
ら
ハ
せ
ん
さ
く

を
と
け
て
、
早
々
御
代
官
地
頭
へ
召
連

来
る
べ
き

一
、
火
事
の
節
、
鎗
・
長
刀
・
刀
・
脇

さ
し指

等
ぬ
き
身
に
す
べ
か
ら
ざ
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随
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へ算　
四
干
九
百
七
十
六
万
三
千
円
の
追
加

で
、
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十

五
億
二
百
七
十
三
万
八
千
円
で
す
。

　
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

．
歳
入
で
は
、
町
民
税
個
人
分
千
五
百

万
円
、
地
方
交
付
税
六
百
万
円
、
県
支

出
金
二
千
十
六
万
六
千
円
な
ど
。

・
歳
出
で
は
、
保
育
所
費
三
百
十
八
万

円
、
土
木
総
務
費
三
百
九
十
二
万
六
千

円
、
坪
山
城
跡
発
堀
費
二
百
五
十
万
五

千
円
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

千
八
百
九
十
五
万
七
千
円
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
に
千
百
十
二
万
五
千

円
な
ど
で
す
。

○
昭
和
五
十
五
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
三
百
十
一
万
六
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
歳
入
歳
出
と
も
二
億
二
千
八
十
二

万
四
千
円
に
し
ま
し
た
。

○
土
地
取
得
に
つ
い
て

　
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
建
設
用
地
と

し
て
元
町
地
内
の
約
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

取
得
。
予
定
価
格
は
約
九
千
五
百
六
十

万
円
で
す
。

○
財
産
の
無
償
譲
渡

　
旧
橘
出
張
所
の
土
地
を
川
西
町
農
協

へ
譲
渡
す
る
た
め
。

⇔
認
定
さ
れ
た
も
の

○
昭
和
五
十
四
年
度
水
道
事
業
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

収入50，927，401円

業
　
益

営
　
収

／膿蓋

0，154，933円

40，772，468円

支出51，514，717円
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業
　
用

営
　
費

／嬉藷

12，547，070円

38，967，647円

差し引き△587，316

　赤字決算となった理由

消費量が前年対比で0．
たこと。一般会計からの

前年度より250万円少
ことなどです。

俺

一
、
火
事
場
其
外
い
つ
れ
の
所
に
て
も

金
銀
諸
色
ひ
ろ
い
と
ら
ば
御
代
官
地
頭

　
　
　
　
　
　
　
も
し

へ
差
出
す
べ
し
、
若
隠
置
他
所
よ
り
あ

ら
ハ
る
る
に
お
ゐ
て
ハ
其
罪
重
か
る
べ

し
、
た
と
ひ
同
類
た
り
と
い
ふ
と
も
申

出
輩
ハ
其
罪
を
ゆ
る
さ
れ
御
褒
美
下
さ

る
べ
き
事

　
右
之
條
々
可
相
守
之
若
於
相
背
河
被
レ

行
罪
科
者
也

　
　
正
徳
元
年
五
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
行

　
正
徳
と
い
え
ば
は
な
や
い
だ
元
隷
時

代
か
ら
ま
も
な
く
、
古
文
書
や
資
料
も

そ
う
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
江
戸

で
は
、
新
井
白
石
の
建
議
も
あ
っ
て
正

徳
の
治
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
当
時
仙

田
村
の
人
心
は
必
ず
し
も
安
定
し
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
中
仙
田
の
戸
数
は
本
家
二
十
二
軒
、

名
子
家
（
非
血
統
の
分
家
）
二
十
二
件
、

歯
科
診
療
所

　
　
関
係
が
審
議
さ
れ
る

◇
可
決
さ
れ
た
も
の

○
歯
科
診
療
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
歯
科
診
療
所
の
出
張
所
を
十
日
町
市

寿
町
に
設
置
し
て
、
大
久
保
先
生
か
ら

掛
け
持
ち
で
診
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

○
昭
和
五
十
五
年
度
歯
科
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算

　
二
千
四
百
五
十
一
万
一
千
円
の
追
加

で
、
歳
入
歳
出
は
そ
れ
ぞ
れ
六
千
七
百

五
十
万
八
千
円
で
す
。

○
千
手
浄
水
場
拡
張
工
事
請
負
契
約
の

変
更

　
契
約
の
金
額
を
五
百
七
十
九
万
八
千

円
増
し
て
、
四
千
九
百
九
万
八
千
円
と

し
ま
し
た
。

渡
し
守
一
軒
、
米
の
取
れ
高
は

明
暦
以
降
の
新
田
開
発
も
あ
っ

て
、
百
四
十
三
石
五
斗
八
升
七

合
を
数
え
て
い
た
。

写
真
②
　
　
　
定

何
事
よ
ら
ず
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る

事
に
、
百
姓
大
勢
申
合
ひ
候
を

と
と
う
と
と
な
へ
、
と
と
う
し

て
し
ゐ
て
ね
が
ひ
事
く
ハ
だ
つ

る
を
こ
う
そ
と
い
ひ
、
あ
る
ひ

ハ
申
合
村
方
た
ち
の
き
候
を
て

う
さ
ん
と
申
、
前
々
よ
り
御
法

度
に
候
条
、
右
類
の
儀
こ
れ
あ

ら
ハ
居
村
他
村
に
か
き
ら
ず
、

早
々
そ
の
す
じ
の
役
所
へ
申
出
べ
し
、

御
ほ
う
び
と
し
て

　
　
と
と
う
の
訴
人
　
　
銀
百
枚

　
　
こ
う
そ
の
訴
人
　
　
同
　
断

　
　
て
う
さ
ん
の
訴
人
同
断

右
之
通
下
さ
れ
そ
の
品
に
よ
り
帯
刀
苗

字
御
免
あ
る
べ
き
間
、
た
と
へ
一
旦
同

類
に
な
る
と
も
発
意
い
た
し
候
も
の
の

名
ま
へ
申
出
る
に
お
ゐ
て
ハ
、
そ
の
科

を
ゆ
る
さ
れ
御
ほ
う
ひ
下
さ
る
べ
し

一
、
右
類
訴
人
い
た
す
も
の
も
な
く
村

々
騒
立
候
節
、
村
内
の
も
の
を
差
押
へ

と
と
う
に
く
わ
わ
せ
ず
、
一
人
も
差
い

た
さ
ざ
る
村
方
こ
れ
あ
ら
ハ
、
村
役
人

に
て
も
百
姓
に
て
も
重
に
と
り
し
づ
め

候
も
の
ハ
御
ほ
う
ひ
銀
下
さ
れ
帯
刀
苗

字
御
免
さ
し
と
と
き
、
し
ず
め
候
も
の

と
も
こ
れ
あ
ら
ハ
そ
れ
そ
れ
御
ほ
う
ひ

下
し
お
か
る
べ
き
者
也

　
　
明
和
七
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
行

　
明
和
年
中
に
は
、
苦
し
い
生
活
に
耐

え
か
ね
た
百
姓
の
一
揆
が
あ
い
次
ぎ
、

徒
党
を
組
み
、
強
訴
し
、
朝
散
（
村
を

あ
げ
て
の
離
村
）
を
企
て
る
者
が
め
だ

っ
て
多
か
っ
た
。
百
姓
を
自
分
の
財
産

と
考
え
、
領
民
を
権
力
の
源
（
み
な
も

と
）
と
し
た
幕
府
は
、
自
分
の
足
元
を

く
ず
さ
な
い
た
め
に
、
働
き
手
の
移
動

や
一
揆
的
な
反
対
運
動
を
厳
禁
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
高
札
は
、
自
分
の
財
産

で
あ
る
百
姓
を
領
内
に
と
ど
め
、
か
つ

文
句
も
言
わ
せ
ず
黙
っ
て
働
か
せ
て
お

く
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
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将
釆
は
夫
婦
寮
も

　
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
「
な
か
ま
の

家
」
の
施
設
整
備
を
す
る
た
め
、
社
会

福
祉
法
人
あ
か
ね
会
設
立
準
備
委
員
会

が
こ
の
た
び
発
足
し
ま
し
た
。

　
施
設
整
備
計
画
で
は
、
元
町
・
中
子

地
区
の
約
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
（
一
部
二

階
建
）
の
べ
千
二
百
七
十
平
方
メ
ー
ト

ル
の
も
の
を
、
五
十
六
年
着
工
、
五
十

七
年
開
所
の
予
定
で
造
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
定
員
は
収
容
が
三
十
人
、
通

所
が
二
十
人
で
合
計
五
十
人
で
す
。
整

備
費
は
二
億
四
千
八
万
九
十
四
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
結
婚
生
活
も
送
れ
る

よ
う
な
小
住
宅
（
夫
婦
寮
）
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
公
園
等
を
整
備

し
、
開
か
れ
た
コ
ロ
ニ
ー
と
し
て
地
域

の
発
展
に
も
役
だ
た
せ
た
い
も
の
で
す
。

ご苦労さまでした
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1．堕讐．寺多二一沢＼、グ、～ミ騒

　
　
私
が
歯
科
診
療
所
に
着
任

y
一
＝
一
”
一
・
・
一
3
＝
2
＝
＝
3
＝
一
3
・
・
3
一
一
；
＝
一
＝
曹
≡
3
3
三
二
一
。
＝
＝
一
7
＝
；
；
一
＝
＝
＝
＝
一
一
・
3
一
＝
一
一
一
三
一
…
二
一
二
＝
＝
三
9
＝

　
　
　
　
　
　
　
・
9
二
＝
七
＝
．
＝
一
＝
；
二
一
＝
＝
＝
3
＝
；
二
一
＝
＝
＝
＝
二
・

し
て
か
ら
十
年
の
月
日
が
過
ぎ
去
り
ま

し
た
。

　
そ
の
間
に
町
で
は
越
ヶ
沢
ト
ン
ネ
ル

の
貫
通
、
総
合
体
育
館
の
建
設
、
川
西

ダ
ム
の
完
成
等
々
数
え
き
れ
な
い
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
や
健

康
、
教
育
な
ど
全
般
に
つ
い
て
も
着
々

と
実
績
を
上
げ
て
い
る
の
を
見
て
き
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
住
み
良
く
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
町
や
町
民
の
皆
さ
ん
方
の

努
力
に
は
敬
服
い
た
し
ま
す
。

　
節
黒
城
の
山
開
き
、
ブ
ナ
林
の
「
う

　
　
　
　
　
・
二
乙
＝
＝
＝

用地

汐

父

イ誘
・
、
／
　

グ

三　　コミ諺二日　　曳＝＝

響～》繕駄
三　　　　　　　　　福祉工場　　　　、、．　　・授産施設！
ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．4　㌧’亀　　　　　　　　・

！　　　　　　　　　　　　　　　り’・、　　駐車場

1今林季定地　複耕輪o／
i　　倉　ン多実習田7　．
…　　　1　　　　　　　　　　し

謬騙．海〆．謡壕　’

；
‡
；
一
二
＝
＝
。
・
＝
・
＝
；
＝
『
＝
＝
＝
＝
＝
；
一
一
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
二
甲
＝
＝
＝
＝
；
＝

〆　遡」作業場

た
け
」
、

も
参
加
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
情
景

は
写
真
を
通
し
て
懐
し
い
思
い
出
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
ご
と
を
申
し
ま
す
と
、
診
療
の
こ

と
あ
る
い
は
生
活
の
面
で
も
、
周
り
の

方
々
の
温
か
い
心
づ
か
い
と
助
力
を
得

て
、
今
日
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
川
西
町
を
離
れ
る
に
当
た
り
、
町
の

繁
栄
と
皆
さ
ん
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　
．
．
二
一
＝
＝
．
．
ニ
ニ
・
ニ
ニ
一
＝
，
．
曹
．
一
・
＝
・
ニ
ニ
＝
一
＝
乙
」
＝
二
二
一
一
＝
＝
＝
・
＝
＝

　
　
　
　
　
　
農
耕

　
　
地
倉
　
．
，
」
実
習
田
ム

　
　
定
　
　
　
　
，
’
轟

　
　
業
予
　
　
　
　
地

　
　
林
　
　
，
！
／
用
　
　
　
・
、

　
　
今
　
耕
／
‘
、

　
　
　
　
　
農
　
　
　
・

ニ
ニ
＝
一
．
．
．
＝
∈
：
こ
＝
－
一
．
二
一
・
＝
：
・
二
＝
；
：
＝
一
＝
ニ
ニ
＝
一
＝
・
…
＝
＝
；
曙
＝
一
＝
乙
『
ポ

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
行
事
に
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二
＝
＝
一
＝
3
一
＝
二
二
＝
＝
＝
一
轟

　　　抱聯入に
　￥2を

更を

　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　赤い羽根

、　共同募金
10月1日から12月31日まで

　「赤い羽根」をシンボルとして、

広く皆さんに親しまれている「共

同募金運動」が10月1日から始ま

りました。

　明るく住みよい社会を築くため

には、地域の方々がお互いに助け

合う、社会連帯の輪を広げる必要

があります。

　ご協力をお願いします。

、

NN
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N
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N
§
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N
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N
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ミ
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N
ミ
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N
ミ
N
N
N
￥
￥
N
N
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N
N
N
N
＼
N
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N
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N
N
N
§
ミ
N
N
N
N
ミ
§
N
N
N
N
ミ
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
￥
N
N
N
N
N
￥
N
N
N
N
聖
N
N
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
に
一
万
七
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
民
間
の
金
融
機
関
等
か
ら
返
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
間
一
〇
年
以
上
の
借
入
れ
を
受
け
、

居
住
用
住
宅
を

　
　
取
得
し
た
と
き
は

　
自
分
で
住
む
た
め
に
住
宅
（
床
面
積

が
一
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
）
を
新

築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
と

き
は
、
住
み
は
じ
め
た
年
か
ら
一
二
年
間

住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
住
宅
取

得
控
除
は
、
次
の
二
つ
の
計
算
の
合
計

金
額
（
最
高
六
万
円
）
で
す
。

　
q
D
　
床
面
積
に
応
じ
た
金
額

　
一
b
O
O
ヨ
×
嘉
國
戴
但

　
　
　
　
　
　
　
ω
●
Go
目

　
　
　
　
　
　
（
知
馴
ω
d
ヨ
）

　
（
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
以
降
に

住
み
は
じ
め
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
一

分
割
で
返
済
し
て
い
る
と
き
の
年
間
返

済
金
額
に
応
じ
た
金
額
。

　
（
岳
藍
薗
華
蹄
盤
ー
ω
O
d
ヨ
）

　
　
　
×
㎝
ま
（
釦
酬
GQ
d
ヨ
）

　
な
お
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
い

く
つ
か
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
ほ
か
、

確
定
申
告
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
わ
し
く
は
税
務
署
・
税
務
相
談
室
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

／
　　／

、
　＼
＼

口
ロロ

町

腔除が
あるの！

z

f
ワ

（
（
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ロ

o
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O
　
ら
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統
制
小
作
料
が
廃
止

…
㎜
新
渉
作
料
…
…
笈
方
の
合
意
で

　
昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
標
準
小
作
料
制
度
が

設
け
ら
れ
、
今
年
の
十
月
一
日
以
降
に

結
ば
れ
る
農
地
の
賃
貸
借
契
約
か
ら
は
、

農
業
委
員
会
の
定
め
る
標
準
小
作
料
を

目
安
と
し
て
、
貸
し
手
、
借
り
手
双
方

で
賃
貸
料
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
改
正
農
地
法
が
施

行
さ
れ
る
前
（
昭
和
四
十
五
年
九
月
三

日
以
前
）
に
締
結
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約

に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
向
こ

う
十
年
間
統
制
小
作
料
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
統
制
小
作

料
が
適
用
さ
れ
て
い
る
小
作
地
は
、
現

在
川
西
町
に
約
二
士
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

そ
う
多
い
面
積
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
適

用
さ
れ
て
い
た
小
作
料
の
最
高
額
統
制

が
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
期
限
切
れ
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
①
つ
ま
り
統
制
小
作
料
の
期
限
切
れ

は
、
こ
の
十
月
一
日
以
降
の
小
作
料
額

が
当
事
者
（
貸
し
手
・
借
り
手
）
双
方

の
協
議
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
だ
け
で
あ
り
、
当
然
「
そ
の
賃
貸

借
権
な
ど
が
消
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
」

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
②
昭
和
五
十
五
年
分
の
小
作
料
に
つ

い
て
は
、
一
般
に
農
民
の
利
用
関
係
は

年
単
位
で
あ
り
、
そ
の
小
作
料
は
、
主

作
物
の
作
付
前
に
そ
の
額
が
決
め
ら
れ
、

そ
し
て
収
穫
後
に
支
払
う
と
い
う
契
約

が
通
常
で
あ
る
と
し
、
今
年
の
小
作
料

は
従
来
の
契
約
で
支
払
い
「
五
十
六
年

以
降
の
小
作
料
の
額
に
つ
い
て
改
定
す

る
」
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
統
制
期
限
切
れ
後
の
小
作
料
は
当

事
者
間
の
協
議
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
契

約
は
「
そ
の
地
域
に
お
け
る
契
約
小
作

料
な
ど
か
ら
み
て
適
正
と
認
め
ら
れ
る

額
」
　
「
標
準
小
作
料
と
比
べ
て
適
正
と

認
め
ら
れ
る
額
」
に
よ
っ
て
、
円
満
な

合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
成
立
し
て
く

だ
さ
い
。

　
④
小
作
料
の
改
定
に
つ
い
て
当
事
者

間
の
協
議
が
と
と
の
わ
な
い
場
合
に
は
、

げ
農
業
委
員
会
に
基
づ
く
あ
っ
せ
ん

“
農
地
法
に
基
づ
く
和
解
法
仲
介

＠
民
事
調
停
法
に
よ
る
農
地
調
停
制
度

な
ど
、
公
正
な
第
三
者
の
仲
介
制
度
の

活
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
決
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
借
り
手
が

小
作
料
を
支
払
わ
な
い
で
い
る
と
「
債

務
不
履
行
」
と
な
っ
て
仲
介
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
「
支
払
時
期

ま
で
に
、
そ
の
相
当
と
認
め
る
額
の
小

作
料
を
支
払
っ
て
お
く
（
受
領
を
拒
否

さ
れ
た
場
合
は
供
託
し
て
お
く
）
こ
と

が
必
要
」
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
仲
介
に
当
た
っ
て
農
業
委
員

◎
！
○
～
◆
1
◆
～
1
！
6
～
．
！
ゆ
～
◎
！
・
～
◎
！
○
～
．
ノ
○
～
◎
！
●
～
◎
～
○
～
◎
！
○
～
．
！
◆
～
◎
！
○
～
◎
ノ
○
～
◎
1
○
～
．
！
．
・
、
◎
！
○
～
◎
！
◆
～
◎
！
6
～
．
！
○
～
．
～
◆
～
◎
！
○
～
9
！
○
～
．
！
○
～
◎
～
○
～
◎
ノ
○
、
◎
！
○
～
◎
♂
馬
‘
，

ある町づくり一

色の農業を

、かに進めるべきか」

農
政
大

　
　
の
か
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
需
給
不
均
籔

力
後
㌧
食
糧
自
給
率
の
低
下
奮
の
難
問
題
に

活
今
直
萎
鋳
い
い
情
勢
の
中
に
あ

T
　
つ
て
・
今
後
の
町
警
い
か
に
進
め

　
私
た
ち
の
川
西
町
の
基
幹
産
業
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
農
業
で
す
。
町
で
は
、

農
業
の
発
展
が
町
発
展
の
根
幹
と
な
る

も
の
と
の
構
想
の
も
と
に
、
一
連
の
農

業
近
代
化
施
策
を
農
家
と
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
、
合
理
的
農
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
米
を
よ

講
演
会

る
べ
き
か
」
を
探
り
、
農
業
に
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
農
政
大
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

　
講
師
は
、
そ
の
道
の
専
門
家
で
す
の

で
、
き
っ
と
皆
さ
ん
の
耳
を
と
ら
え
て

離
さ
な
い
内
容
の
講
演
と
信
じ
ま
す
。

　
大
勢
の
方
か
ら
お
聞
き
い
た
だ
き
た

く
、
ご
案
内
し
ま
す
。

◎
日
時
十
月
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

◎
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
講
師
　
日
本
農
業
新
聞

　
　
　
　
　
久
保
井
将
雄
先
生

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　再　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　り　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　曹　　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　　り　　　　　一　　　　　響　　　　　一　　　　〇　　　　一　　　　一　　　〇　　　一　　　一　　一　　曹　　o　一　⇔　一
甲甲一

分譲します冤穐窪

　町では、過疎対策の一環として、宅地の分譲

　を進めています。

　今回は、千手発電所サージタンク近くに一区

画余裕ができましたので、希望される方に分譲

　します。

　ご希望の方は、10月30日午前9時に役場委員

会室で抽選会を行いますので、おいでください。

　なお、詳細については役場企画室にご連絡を。

◎分譲地　場所　大字山野田380＿8

　　　　　面積　442．76㎡

　　　　　価格　450万円

会
は
、
標
準
小
作
料
の
段
階
的
移
行
や

借
り
手
に
よ
る
小
作
地
の
買
い
取
り
な

ど
の
解
決
方
法
も
指
導
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
⑤
貸
し
手
か
ら
買
い
取
り
請
求
が
あ

っ
た
場
合
、
今
年
度
か
ら
小
作
人
が
小

作
地
を
買
い
取
る
際
に
は
、
農
地
取
得

資
金
の
特
定
枠
（
個
人
七
百
万
円
）
が

設
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
ま
し
た
が
、

当
事
者
の
合
意
が
成
立
し
た
場
合
は
、

賃
貸
借
契
約
書
に
記
載
し
、
双
方
押
印

の
う
え
農
業
委
員
会
に
お
届
け
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

農
業
委
員
さ
ん
、
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
♂
ら
～
■

妙
．
、
〃
7
　
　
　
㎞

　
　
　
／
．
　
　
　
へ
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
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インタビュー

①
出
場
種
目
は
ー

②
選
考
過
程
は
ー

③
練
習
の
方
法
は
ー

④
抱
負
は
ー

⑤
ス
ポ
ー
ッ
に
対
す
る
ア

　
ド
バ
イ
ス
な
ど
ー

スポーツの景騰

ヨ体選手からの

隅ハ’

星
名
四
郎
さ
ん
（
上
野
）

剣
道
・
真
の
目
的
は

①
剣
道

②
七
月
に
新
潟
市
武
道
館
で
行
わ
れ
た

　
国
体
予
選
会
成
年
男
子
の
部
（
四
十

　
六
歳
か
ら
五
十
五
歳
ま
で
）
で
優
勝

　
し
ま
し
た
。

③
月
．
金
曜
日
は
十
日
町
市
武
道
場
、

　
火
曜
日
は
小
千
谷
市
武
道
場
、
木
・

　
日
曜
日
は
町
の
武
道
場
で
行
っ
て
い

　
ま
す
。

④
自
分
の
技
が
ど
の
程
度
相
手
に
通
用

　
す
る
か
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の

　
で
日
常
鍛
え
た
技
を
思
い
き
り
発
揮

　
す
る
こ
と
を
最
上
の
よ
ろ
こ
び
と
し

　
て
い
ま
す
。

⑤
剣
道
は
、
日
本
古
来
の
剣
術
の
修
練

を
ス
ポ
ー
ッ
の
形
式
で
行
う
も
の
で

あ
り
、
そ
の
目
的
は
現
代
社
会
に
も

適
合
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
礼

儀
を
正
し
く
、
心
身
と
も
に
た
く
ま

し
い
人
間
に
な
る
こ
と
で
す
。
剣
道

の
武
術
と
し
て
の
真
の
目
的
は
、
相

手
の
攻
撃
か
ら
身
を
守
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
1
練
士
六
段
ー

渡
辺

治
郎
さ
ん
（
中
屋
敷
）

目
標
を
持
つ
こ
と

①
卓
球
成
年
男
子

②
県
の
国
体
予
選
会
壮
年
の
部
で
優
勝
。

　
一
般
の
代
表
三
人
と
県
代
表
と
し
て

　
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
団
体
に
出
場
し
、

　
二
位
と
な
り
本
国
体
へ
行
き
ま
す
。

③
毎
週
、
夜
三
回
の
練
習
と
、
ジ
ュ
ニ

　
ァ
の
指
導
を
し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま

　
す
。

④
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
で
勝
っ
て
決
勝
ト

　
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

優
秀
な
選
手
の
技
を
学
び
、
後
輩
の

　
指
導
に
役
だ
て
た
い
も
の
で
す
。

⑤
競
技
ス
ポ
ー
ッ
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
ン
ス
ポ
ー
ッ
も
目
標
を
持
つ
こ
と
と
、

人
間
関
係
、
環
境
を
大
切
に
し
て
、

自
ら
継
続
す
る
生
活
リ
ズ
ム
を
作
る

　
よ
う
努
力
す
れ
ば
効
果
が
あ
が
る
の

　
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
き
ー
ん

協ね

障
害
年
金
の

　
　
　
　
は
な
し

　
　
病
気
や
け
が
の
た
め
身
体
障
害
に

　
な
り
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を

　
受
け
る
場
合
に
支
給
さ
れ
る
年
金
を
、

　
国
民
年
金
で
は
障
害
年
金
ま
た
は
障

　
害
福
祉
年
金
と
い
っ
て
い
ま
す
。

◎
障
害
年
金
と
は

　
　
障
害
年
金
は
、
原
則
と
し
て
国
民

　
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
か
か
っ

　
た
病
気
や
け
が
に
よ
り
、
法
律
で
定

　
め
た
程
度
の
廃
疾
に
な
っ
た
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
す
で
に
老
齢
年
金

を
受
け
る
に
必
要
な
加
入
期
間
が
あ

る
人
に
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

資
格
が
な
く
な
っ
た
あ
と
で
も
、
五

十
一
年
の
法
改
正
か
ら
は
、
は
じ
め

　
て
医
師
に
か
か
っ
た
日
が
満
六
十
五

・
歳
に
な
る
前
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

す
。○

受
給
の
要
件

　
①
病
気
や
け
が
に
よ
り
、
は
じ
め

て
医
師
に
か
か
っ
て
か
ら
一
年
六
か

月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
一
年
六

か
月
を
待
た
な
い
で
病
気
や
け
が
の

状
態
が
固
定
し
た
日
に
「
国
民
年
金

障
害
等
級
表
」
の
一
級
ま
た
は
二
級

に
当
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

　
②
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て

い
る
状
況
が
、
は
じ
め
て
医
師
に
か

か
っ
た
日
の
前
日
で
、
次
の
ど
れ
か

廃疾認定日が短縮されました

弘
ー
〈
ー
し

　
D

ね良かったです

助かった

　
　
つ

　
4
●
　
ノ

0
廃疾認定日

（
．
。
》
　
備

（
．
　
　
　
　
　
駕
笥
集

‘
　
　
　
　
　
　
　
’
．
ひ

に
当
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

　
ン
　
ぴ
最
近
の
三
年
間
が
国
民
年
金
保

　
険
料
を
す
べ
て
納
め
て
い
る
期
間

　
で
あ
る
か
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の

　
公
的
年
金
の
加
入
期
間
と
国
民
年

　
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
期
間
に

　
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　
“
最
近
の
三
年
間
が
国
民
年
金
保

　
険
料
を
納
め
て
い
る
か
、
ま
た
は

　
免
除
を
受
け
る
い
る
こ
と
。

　
砂
国
民
年
金
保
険
料
を
十
五
年
以

　
上
納
め
て
い
る
こ
と
等
。

◎
障
害
福
祉
任
金

　
国
民
年
金
制
度
発
足
の
と
き
、
す

で
に
障
害
者
や
二
十
歳
前
に
障
害
者

と
な
っ
た
人
た
ち
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
障
害
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
人
た

ち
の
分
を
全
額
国
の
負
担
に
よ
っ
て

支
給
す
る
の
が
障
害
福
祉
年
金
で
す
。

○
受
給
の
要
件

　
①
病
気
や
け
が
の
状
態
が
固
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
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今
月
十
二
日
か
ら
栃
木
県
で
秋
季
国

体
が
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
、
町
内
の

四
人
の
方
が
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
　
“
町
民
皆
ス

ポ
ー
ツ
”
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
皆

さ
ん
も
体
力
づ
く
り
に
お
励
み
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
国
体
に
出
場
の
方
々
に
、
抱
負
や
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＼

』“

鍵　
難

清
水

隆
さ
ん
（
東
善
寺
）

無
理
の
な
い
程
度
に

①
相
撲
一
般
の
部

②
国
体
予
選
が
二
回
あ
り
ま
す
。
一
回

　
目
は
優
勝
し
ま
し
た
が
、
二
回
目
は

　
欠
場
し
た
の
で
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い

　
ま
し
た
。

③
練
習
相
手
が
少
な
く
、
ま
た
用
事
が

　
あ
っ
た
り
で
、
思
う
よ
う
に
練
習
で

　
き
ま
せ
ん
。

④
団
体
戦
で
す
の
で
一
つ
で
も
多
く
勝

　
ち
、
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

⑤
自
分
に
合
う
、
合
わ
な
い
で
な
く
、

　
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ッ
を
無
理
の
な

　
い
程
度
に
や
る
の
が
一
番
よ
い
の
で

　
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
種
目
に
よ
り

運
動
の
内
容
が
違
う
の
で
、
全
身
運

動
を
行
う
た
め
に
も
多
く
の
ス
ポ
ー

　
ツ
を
や
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
1
相
撲
三
段
ー

関
ロ
秀
隆
君
（
神
社
町
）

も
っ
と
大
会
を
多
く

①
睦
上
競
技
　
少
年
A
男
子
一
〇
〇
メ

　
ー
ト
ル
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
四
〇

　
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
（
三
走
）

②
八
月
に
新
潟
市
営
陸
上
競
技
場
で
行

　
わ
れ
た
国
体
予
選
の
成
績
と
、
そ
れ

　
ま
で
の
記
録
を
参
考
に
し
て
選
ば
れ

　
ま
し
た
。

③
毎
日
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
行

　
っ
て
い
ま
す
。
一
週
間
単
位
ぐ
ら
い

　
で
、
走
り
込
み
や
ス
ピ
ー
ド
の
養
成
、

　
フ
ォ
ー
ム
の
調
整
な
ど
が
主
で
す
。

④
自
己
の
ベ
ス
ト
記
録
を
出
し
て
、
六

　
位
入
賞
を
目
ざ
し
ま
す
。

⑤
川
西
町
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
施

　
設
も
よ
く
整
っ
て
い
ま
す
が
、
町
の

　
陸
協
の
活
動
が
い
ま
一
つ
と
思
い
ま

　
す
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
は
も
っ
と
大
会

　
な
ど
を
行
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

◇
最
高
タ
イ
ム
　
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

　
ー
0
秒
9
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
　
4
9
秒

75
（
電
）

ゆた
日
に
「
国
民
年
金
障
害
等
級
表
」

の
一
級
ま
た
は
二
級
に
当
て
は
ま
っ

て
い
る
こ
と
。

　
②
二
十
歳
前
に
病
気
や
け
が
で
は

じ
め
て
医
師
に
か
か
っ
た
人
。

　
③
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
前
に

病
気
や
け
が
で
は
じ
め
て
医
師
に
か

か
っ
た
人
。

　
④
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
。

◎
障
害
福
祉
年
金
の
支
給
が
止
め
ら

れ
る
と
き
。

　
①
障
害
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

本
人
が
、
恩
給
や
厚
生
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、

全
部
ま
た
は
一
部
支
給
が
止
め
ら
れ

ま
す
。

　
②
障
害
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、

全
額
支
給
が
止
め
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
役
場
の
年
金
係
へ
。

星
名
一
弘
君

全
国
青
年
大
会
へ

陸上400m

　
星
名
一
弘
君
（
沖
立
）
は
、
八
月
の

県
青
年
大
会
の
陸
上
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

で
優
勝
し
、
十
一
月
六
日
か
ら
東
京
・

国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に

向
け
て
特
訓
中
で
す
。

　
ベ
ス
ト
記
録
は
51
秒
0
と
の
こ
と
。

抱
負
は
、
た
だ
一
言
「
ガ
ン
バ
リ
ま
す

〃
”
」

卓
球
の
高
橋
姉
妹
は

全
日
本
の
大
会
に
出
場

▲千恵子さん（右）と芳子さん．

　
中
屋
敷
の
高
橋
千
恵
子
さ
ん
、
芳
子

さ
ん
姉
妹
は
、
九
月
十
四
日
、
新
発
田

市
体
育
館
で
行
わ
れ
た
卓
球
の
、
県
ダ

ブ
ル
ス
選
手
権
で
二
位
と
な
り
、
十
二

月
三
日
に
東
京
体
育
館
で
開
か
れ
る
全

日
本
の
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
な
お
、
千
恵
子
さ
ん
は
、
八
月
に
行

わ
れ
た
県
青
年
大
会
の
卓
球
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
で
優
勝
し
て
お
り
ま
す
。
青
年

大
会
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、
団
体

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
残
念
な

が
ら
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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郷
土
芸
能
発
表
会

　
　
出
し
物
は

　
　
当
日
の
お
楽
し
み

　
町
に
は
、
遠
い
昔
か
ら
歌
い
踊
り
継

が
れ
て
き
た
郷
土
芸
能
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
い
つ
の
こ
ろ
か
先
人
た
ち
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
、
そ
の
時
ど
き
を
庶
民
と

と
も
に
生
き
て
き
た
芸
能
は
、
私
た
ち

の
祖
先
が
の
こ
し
て
く
れ
た
貴
重
な
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

化
的
遺
産
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ

　
郷
土
芸
能
の
よ
さ
を
知
り
、
伝
承
を
　
　
　
　
　
か
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室

続
け
た
い
と
、
昨
年
に
引
き
継
い
て
、
　
　
せ
時
卜

”
第
二
回
郷
土
芸
能
発
表
会
”
を
次
に
　
　
　
　
　
8
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
り
前
一

よ
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
口
午
の

種
目
は
「
天
神
ば
や
し
」
を
は
じ
め
　
の
多
／
田

＋
難
纏
麟
ξ
嗅
噺

2
き
±
月
一
二
日
午
後
六
時
か
亭
翼

　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
月

⇔
と
こ
ろ
　
上
野
小
学
校
体
育
館

⇔
主
催
町
公
民
館

●10月17日（金）／午前8時から
正午まで、中仙田の一部・室島・

藤沢．

●10月29日（水）／午前9時から

午後1時まで、仁田の一部
　　　　　　　　　　　　●10月31日　（金）／午前9時から

午後1時まで、大倉・大白倉・

　小白倉．

纂

誌
夢．

蔵

謬
　し　　し

詰

感
慨
無
量

ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県

　
広
報
か
わ
に
し
を
見
る
た
び
に
、
月

西
町
の
発
展
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
、

う
れ
し
く
、
ま
た
、
想
像
を
た
く
ま
し

く
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
大
正
十
一
年
赤
谷
に
生
ま
れ
、

昭
和
三
十
七
年
ま
で
赤
谷
で
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
学
校
時
代
、
遊
び
に
ふ
け

っ
た
山
や
川
、
そ
し
て
青
年
期
、
家
庭

生
活
と
い
ろ
い
ろ
の
で
き
ご
と
。
思
い

出
は
数
知
れ
ず
、
時
お
り
思
い
に
ふ
け

る
私
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
方

方
の
心
中
は
み
な
同
じ
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
昨
年
八
月
、
私
は
長
男
と
親
の
年
回

鍵墜

轡
．

・
出
身

・
離
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

壌
、
鍵

赤
谷
　
　
　
難
．

昭
和
3
8
年

福
●●馴

　●o・

豫オっ
　9q属‘5●

馨し
嚢自の

9げ・．

む“

鰻
’●●●●●、

℃r9一

　　響勘隻鐵癖

楽
器
の
か
わ
り
に

　
　
な
り
そ
う
な
石

発
展

高
橋
貞
吾
さ
ん
（
五
十
八
歳
）

法
要
を
菩
提
寺
の
長
安
寺
で
済
ま
せ
て

か
ら
、
ふ
る
さ
と
赤
谷
へ
行
き
ま
し
た
。

そ
の
夜
は
与
作
さ
ん
に
宿
を
勧
め
ら
れ

一
泊
し
ま
し
た
。
新
鮮
な
野
菜
に
ふ
る

さ
と
の
富
味
豊
か
な
お
吸
物
、
そ
の
ほ

か
数
々
の
珍
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

主
人
は
、
文
化
住
宅
の
こ
と
や
食
生
活

の
向
上
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
抱
負
、
そ

れ
に
発
展
す
る
川
西
町
に
つ
い
て
も
話

さ
れ
ま
し
た
。
行
政
と
町
民
が
一
体
と

な
り
努
力
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
意

を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
あ
ま
り
の
隈

か
し
さ
、
う
れ
し
さ
に
つ
い
ほ
ろ
り
と

し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
マ
イ
カ
ー
で
岩
瀬
か
ら
大

白
倉
ま
で
行
っ
て
来
ま
し
た
。
陵
か
し

い
山
々
ば
か
り
で
す
。
大
倉
の
天
狗
様

は
道
端
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

世
変
わ
り
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

亡
き
母
の
実
家
、
藤
沢
も
道
路
は
補
装

さ
れ
て
、
砂
利
道
は
小
路
だ
け
で
す
。

夢
に
描
い
た
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
感
慨

無
量
で
し
た
。

　
午
後
三
時
、
み
ん
な
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。
三
十
ア
ー
ル
の
ほ
場
や
大
体

育
館
に
目
を
注
ぎ
、
川
西
町
を
後
に
し

ま
し
た
。
川
西
町
よ
さ
よ
う
な
ら
…
…

ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簸’　　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　ざ妻　　　　　　　　　学　　　　　’繍魔き
　
　
　
　
室
島

　
　
　
　
　
茂
野
喜
好
さ
ん

　
先
日
室
島
の
区
長
さ
ん
に
、
そ
ち
ら

に
「
わ
し
の
自
慢
」
に
登
場
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
お
り
ま
せ
ん
か
？
　
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
さ
っ
そ
く
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
「
．
こ
め
ん
く
だ
さ
い
、
ゴ
メ
ー
ン
」

　
茂
野
さ
ん
は
家
の
裏
で
稲
始
末
を
し

て
お
ら
れ
た
。

　
「
は
い
、
き
の
う
区
長
さ
ん
か
ら
話

が
あ
り
ま
し
た
て
エ
」

　
耳
が
ち
ょ
っ
と
遠
い
．
こ
様
子
で
あ
る
。

　
「
さ
あ
、
上
が
っ
て
く
ん
ね
え
か
」

　
「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」

　
床
の
間
に
飾
っ
て
あ
る
の
は
、
縦
・

横
そ
れ
ぞ
れ
4
0
㎝
、
厚
い
と
こ
ろ
が
2
0

㎝
く
ら
い
の
ま
っ
黒
で
重
た
そ
う
な
石

で
あ
る
。

　
茂
野
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
の
と
こ
ろ

を
小
石
で
た
た
い
て
く
れ
た
。

　
「
カ
ァ
ー
ン
、
キ
ィ
ー
ン
、
コ
ー
ン
」

す
き
と
お
っ
た
音
色
が
す
る
。
た
た
く

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
音
が
違
う
の
で
あ
る
。

楽
器
の
か
わ
り
に
も
な
り
そ
う
だ
。

　
「
石
の
鑑
定
を
し
て
も
ら
っ
て
は
」

と
人
に
勧
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
気
に
は

な
ら
な
い
と
い
う
。

　
「
こ
れ
よ
り
少
し
小
さ
い
、
兄
弟
の

よ
う
な
石
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
八

年
に
家
を
新
築
し
た
と
き
、
ど
こ
か
へ

置
き
忘
れ
た
て
エ
」

　
惜
し
い
話
で
あ
る
。

　
「
こ
の
石
は
の
オ
寛
保
元
年
（
一
七

四
一
）
か
ら
オ
ラ
家
に
あ
っ
た
と
い
う

の
は
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
前
は
ダ
メ
だ

て
エ
」

　
大
正
四
、
五
年
ご
ろ
長
岡
の
こ
っ
と

う
屋
が
七
、
八
回
も
来
て
、
　
「
ゆ
ず
れ
、

ゆ
ず
れ
」
と
言
っ
て
、
相
当
の
値
段
を

つ
け
た
が
放
さ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
親

か
ら
も
、
茂
野
家
の
宝
と
し
て
絶
対
に

手
放
す
な
と
言
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
「
こ
の
と
こ
ろ
、
忙
し
く
て
ほ
っ
た

ら
か
し
て
お
い
た
が
、
ヒ
マ
に
な
っ
た

ら
念
入
り
に
み
が
く
が
ん
そ
オ
」
。

〈
“
自
慢
”
と
言
う
よ
り
“
宝
”
の
石
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「
う
ち
だ
け
は
大
丈
夫
」

　
　
　
　
　
　
ホ
ン
ト
で
す
か
？

全
国
防
犯
運
動
実
施

　
次
に
よ
り
全
国
防
犯
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
心
を
つ
な
ぎ
手
を

つ
な
い
で
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
明
る

く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し

ょ
・
つ
。

◇
期
間
　
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま

　
で

◇
統
一
標
語
　
　
「
し
め
た
は
ず
　
し
ま

　
っ
た
は
ず
で
も
　
も
う
一
度
」

◇
運
動
の
重
点
侵
入
盗
の
防
止

侵
入
盗
犯
を
防
ぐ
に
は

◎
戸
締
ま
り
を
完
全
に
…
…
…

◎
お
出
か
け
の
際
は
隣
近
所
へ
の
頼
み

　
合
い
…
…
…

◎
防
犯
ベ
ル
や
補
助
錠
の
取
り
付
け
…

◎
多
額
の
現
金
は
家
に
置
か
な
い
よ
う

　
伊
一
●
●
●
。
●
●
●
●
・

懲樺穿

道路交通情勢調査
　曳へ、鳩、調》㌧《し‘》㌧《し蟻、・》㌧《し鳩、帆

道路整備を進めるために

　
本
年
度
は
、
全
国

い
っ
せ
い
に
道
路
交

通
情
勢
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
建
設

省
・
運
輸
省
お
よ
び

各
都
道
府
県
が
行
う

も
の
で
、
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
方
が

そ
の
自
動
車
を
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
て

い
る
か
を
出
発
地
・

目
的
地
・
運
行
の
目

福祉電話は

的
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
今
後
の
道

路
整
備
を
進
め
て
い
く
う
え
の
基
礎
資

料
と
す
る
も
の
で
す
。

　
調
査
の
方
法
は
、
対
象
の
車
を
抽
出

し
、
そ
の
所
有
者
に
対
し
て
十
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
調
査

員
が
直
接
家
庭
に
伺
い
説
明
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
受
箱
に
は

　
　
住
所
．
氏
名
を
明
確
に

　
　
　
　
　
ー
郵
便
局
か
ら
ー

　
郵
便
局
で
は
、
郵
便
物
を
正
確
に
か

つ
安
全
に
お
手
も
と
に
お
届
け
す
る
た

め
、
郵
便
受
箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か

く
付
け
て
い
た
だ
い
て
も
、
氏
名
の
表

示
が
な
い
と
郵
便
外
務
員
が
困
る
だ
け

で
な
く
、
郵
便
物
を
誤
っ
て
配
達
し
た

り
、
配
達
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
お
宅
の
郵
便
受
箱
を
点
検
し
て
、
住

所
の
ほ
か
、
世
帯
主
は
も
ち
ろ
ん
、
同

居
の
家
族
の
皆
さ
ん
の
氏
名
も
表
示
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

そ

多
、
Σ
で
λ
》
）
τ
、
ξ
7
多
多
き
5
Σ
7
多
髪
7
＼
萎
7
》
ナ
7
多
雪

お
祝
い
電
報
は
お
早
め
に

　
　
三
日
前
ま
で
は
割
引

　
取
り
入
れ
が
す
み
ま
す
と
、
い
よ
い

よ
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
こ
の
秋
も
、
う
い
う
い
し
い
カ
ッ
プ

ル
が
た
く
さ
ん
誕
生
し
ま
す
。

　
結
婚
式
の
披
露
宴
に
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
お
祝
い
電
報
。
こ
の
お
祝
い
電

報
を
利
用
す
る
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
結

婚
式
な
ど
の
当
日
あ
る
い
は
前
日
に
申

し
込
ん
で
い
ま
す
。

　
電
電
公
社
で
は
、
早
め
に
発
信
し
て

も
ら
う
た
め
に
配
達
日
の
十
日
前
か
ら

配
達
日
を
指
定
し
た
電
報
の
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
式
当
日
の
三
日
前
ま
で
に
お
祝

い
電
報
を
発
信
さ
れ
ま
す
と
、
一
通
に

つ
き
百
五
十
円
の
割
引
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

榊いかがですか
　ひとり暮らしのお年寄りの方が毎日

安心してお過ごしいただけるよう生ま

れた「シルバーホンあんしん」という

電話機があります。いざというときに

ボタンーつで身寄りの方やヘルパーの

方に急を知らせることができます。

　また、耳が不自由で電話が苦手だと

いう方や、もう少し大きい声で聞きた

いという方のために、普通の電話機の

18倍程度まで調節できる「シルバーホ

ンめいりょう」という電話機もありま
す。

　その他各種の福祉電話を用意してあ

ります。

　お問い合わせ先　十日町電報電話局

営業課魯（02575）2－2600

アンラ7εン9嘱

　　　　　　あなたも
　　　　　　　　　　出品を

　川西町美術協会では、第6回川西町

アンデパンダン展を次により開催いた

します。

　芸術の秋です。あなたも出品してみ

てはいかがですか。

◎期日　11月8日（土）午前9時から

　　　　午後8時まで

　9時（日）午前9時から午後4時まで

◎会場　総合センター

◎作品　点数に制限はありません。

　これまでに発表された作品でも結構

　です。

g第一部　絵画部門

●第二部　書道部門

●第三部　写真部門

◎出品料　一点につき一般は500円、

　美術協会会員は300円、中学生と

　高校生は300円です。

◎搬入　11月6日（木）午前9時から午

　後7時まで総合センターヘ

◎事務局　川西高等学校（a8－3660）

　川西町アンデパンダン展係

※無審査ですのでお気軽に
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行政相談週間

一人で悩まず相談に

，
。
3
●
●
●
●
．
く
層
、
：
●
．
；
一
●
》
．
・
；
」
・
：

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
乙
種
全
類
．

丙
種
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

①
試
験
期
日

　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

②
試
験
場
所

　
小
千
谷
西
高
等
学
校

　
長
岡
工
業
高
等
学
校

③
受
験
資
格

　
＊
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
、
製

　
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
取
り
扱
い

行
政
相
談
週
間
は
、
今
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
間
行
わ

れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
　
「
親
切
・
清
潔
・
能
率
行
政
を
め
ざ
し
て
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
に
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
道
路
．
河
川
．

保
険
年
金
・
生
活
保
護
・
交
通
安
全
・
公
害
．
登
記
な
ど
、
日
常

生
活
で
困
っ
て
い
る
問
題
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
こ
の
機
会
に

「
行
政
相
談
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
行
政
相
談
日
程

◎
十
月
十
二
日
（
日
）
　
上
野
連
絡
所

◎
十
月
十
五
日
（
水
）
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

◎
十
月
十
八
日
（
土
）
　
橘
出
張
所

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
三
十
分
ま
で
で
、
相
談

員
の
富
井
源
蔵
さ
ん
が
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
，
～
・
・
●
…
。
；
9
～
…
・
二
～
駐
～
二
．
一
。
一
三
・
く
一
三
・
、
．
9
～
：
．
．
．
冒
．
三
～
．
層
．
：
・
．
；
．
～
；
．
．
：
一
．
．
・

　
の
実
務
経
験
六
か
月
以
上
有
す
る
人

　
＊
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
、
実

　
務
経
験
の
必
要
な
し

④
受
験
手
数
料

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施

1しませんか

器卿織縷
です．　　　　1
ため、間伐の推進と適正な　1

選定技術の習得を目的にし1

会を行いますので参加して，

　
乙
種
二
千
円
、
丙
種
千
六
百
円

　
（
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

⑤
願
書
の
受
付
期
間

　
十
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
・
く
一
・
；
　
　
。
一
。
－
》

　10月22日（水）午前10：001

灘麟・麟驚
館’競技会尉日田丁市地1

付け　午前9：00から10：
萎（川糠と進め諺

10：00から正午まで　　　　1

（審査および講評含む）午1

：00から4：00まで　　　～

資格　林業経験者および林1
　
調
理
師
試
験
が
あ
り
ま
す

　
▽
試
験
日
時
十
二
月
二
日
（
火
）

　
　
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
三
十
分
ま
で

　
▽
試
験
地
　
六
日
町

　
▽
試
験
科
目
　
衛
生
法
規
ほ
か
五
科
目

　
▽
受
験
資
格
　
厚
生
省
令
の
定
め
る
施

　
　
設
ま
た
は
営
業
で
二
年
以
上
の
実
務

　
　
経
験
の
あ
る
人

　
▽
願
書
提
出
十
月
十
三
日
（
月
）
か

　
　
ら
十
七
日
（
金
）
ま
で
に
保
健
所
へ

　
　
詳
し
く
は
十
日
町
保
健
所
ま
た
は
役

　
場
健
康
管
理
室
ま
で
ど
う
ぞ
。

～
・
9
冒
～
：
二
く
曹
・
：
二
．
．
一
f
〉
・
．
．
－
9
一
二
辱
．
く
一
．
曹
＝
・
．
．
．
、
5
：
曹
辱
．
．
．
3

　
⑥
願
書
の
提
出
先

　
　
〒
九
五
一
新
潟
市
学
校
町
通
一
番

　
　
町
六
〇
二
番
地
　
新
潟
県
総
務
部
消

　
　
防
防
災
課
危
険
物
係

　
○
願
書
は
川
西
分
遣
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
ゆ
受
験
準
備
講
習
会

　
　
十
月
二
十
三
・
二
十
四
日
塩
沢
町

　
南
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
で
あ
り
ま
す
。

　
　
申
し
込
み
は
、
十
月
十
六
日
ま
で
に

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
へ
。

，
～
』
～
：
■
二
・
～
＝
も
…
・
＝
～
璽
：
冒
。
；
一
．
く
．
一
一
一
．
三
－
．
》
．
…
．
．
3
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
o
o
格
者

　
　
　
　
　
　
　
　
で
た
選
会
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
事
申
林
他
食
記
装

御
喉
糊
謙
灘
噸
晶
麟
揃
讐
㈱
輔
瑠
雛
．
鯵

し込み　10月17日までに

業係へ（電話でも可）

、交通費は各自負担

用具持参

は山林作業のできるよう

力日幣レ1よなし

ポ星菖クチン程

秋
期
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生

ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者

一
期
・
五
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
五
十

　
五
年
六
月
三
十
日
の
間
に
生
ま
れ
た

　
お
子
さ
ん

狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
三
か
月
以
上
は
す
べ
て

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
生
後
三
か
月

以
上
の
飼
い
犬
す
べ
て
に
毎
年
二
回
行

う
こ
と
が
、
法
律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
で
必
ず
お

受
け
く
だ
さ
い
。

○
日
に
ち
　
十
月
二
十
三
日
（
木
）

○
料
金
登
録
と
注
射
両
方
の
方
は

　
三
千
三
百
円
、
注
射
だ
け
の
方
は
千

　
三
百
円

○
会
場
と
時
間
　
「
表
」
に
よ
る

○
持
ち
物
　
愛
犬
手
帳
、
印
鑑
、
料
金
、

二
期
・
五
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
五
十

五
年
一
月
三
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん

○
八
，
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま
で

　
の
お
子
さ
ん

ポリオ生ワクチン投与日程表

期　　日 時　　間 会　場

10月23日㈲ 午後ll30～2：00 橘出張所

〃24日働 〃　2100～2二30 克雪センター

〃27日（月） 〃　1130～2：00 総合センター

〃29日㈱ 〃　1：30～2：00 母子センター

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
諸
↓

　
は
が
き

※
当
日
受
け
て
お
か
な
い
と
、
訪
問
注

射
で
割
り
増
し
料
金
（
二
千
六
百
円
）

と
な
り
ま
す
。

会　　場 時　　間

千手保育園わき 9：00～10：20

上野導絡所 10：30～11：00

室島作業場 11：15～11：40

克雪センター 13：00～13：30

岩瀬集落センター 13：40～13：50

小白倉ポンプ小屋 14：10～14：30

橘　出　張　所 14：45～15：20
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出思
善

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
母
シ
イ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
山
岸

藤
一
郎
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
一
二
万
円

民
俗
資
料

　
沖
立
の
柄
沢
一
郎
さ
ん
（
庚
申
講
代

表
）
か
ら
、
青
面
金
剛
像
と
ぜ
ん
・
わ

ん
一
式
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
民
俗
資

料
館
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼提供された像

読
売
育
英
奨
学
生
を

　
募
っ
て
い
ま
す
！

▲農協専務丸山さんから目録を受け取る町長．

　
読
売
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
自

力
で
進
学
を
考
え
て
い
る
学
生
の
た
め

に
、
読
売
育
英
奨
学
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
そ
の
五
十
六
年
度
第
十
七
期
生

を
求
め
て
い
ま
す
。
文
系
大
学
や
読
売

新
聞
社
が
創
設
し
た
東
京
理
工
専
門
学

校
の
ほ
か
、
各
種
専
門
学
校
に
奨
学
制

度
を
適
用
し
、
必
要
な
学
費
の
貸
与

（
卒
業
時
に
返
済
を
免
除
）
、
生
活
費

県
生
命
共
済
連

交
通
指
導
車
と

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄
贈

　
先
月
二
十
七
日
に
、
県
生
命
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
、
町
に
交
通

指
導
車
と
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
十
五
基
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
協
で
扱
う
自
賠
責
共
済

に
対
し
て
の
返
礼
と
、
交
通
事
故
の
撲

滅
を
願
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
車
は
、
ダ
イ
ハ
ツ
ク
オ
ー
レ
、
五
五

〇
㏄
で
す
。
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の
一
切
を
保
証
す
る
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な

制
度
で
す
。

　
希
望
者
は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
一
〇
〇
　
東
京
都
千

代
田
区
大
手
町
一
丁
目
七
番
一
号
　
読

売
新
聞
社
内
　
読
売
育
英
蓼
天
本
へ
。

個
人
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

◎
受
付
期
間
　
十
月
十
六
日
か
ら
十
一

月
十
七
日
ま
で

◎
選
定
方
法

◎
申
込
場
所

晴
内

蕊超渋　
　
－
U
、

　
∂
ー
覧
1
、　、、＼《亮ク　　　公先

　　＼、　　　　取無
　　、、　　　ξ　扱抽
上野’　こ憲選
交差点の朝講

　
先
月
三
十
日
の
朝
、
上
野
の
交
差
点

に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
期
間
の
最
終
日
で
し
た
。

　
上
野
の
交
差
点
は
国
道
二
五
二
号
線

と
県
道
の
交
わ
る
と
こ
ろ
で
、
町
で
も▲手を上げて渡ろう．

　
冷
夏
の
影
響
で
稲
作
は
ふ
る
わ
な
か

っ
た
よ
う
で
す
が
い
か
が
で
し
た
か
。

今
年
も
出
か
せ
ぎ
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
明
る
く
安
全
な
出
か
せ
ぎ
を
す

る
た
め
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
リ
ー
ダ
ー
は
、
例
年
ど
お
り
就
労
者

　
氏
名
と
就
労
先
を
記
入
し
た
名
簿
を

　
農
業
委
員
会
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

●
就
労
先
の
決
ま
っ
て
い
な
い
方
は
、

　
後
ほ
ど
求
入
情
報
を
回
覧
し
ま
す
の

一
番
の
交
通
量
か
と
思
い
ま
す
。

　
朝
も
や
の
中
、
高
校
生
が
ポ
ツ
リ
、

ポ
ッ
リ
と
見
え
始
め
た
の
が
七
時
三
十

五
分
で
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
車
も
ま
ば

ら
に
通
る
だ
け
、
混
ん
で
き
た
の
は
そ

れ
か
ら
十
分
後
で
し
た
。
稲
ワ
ラ
を
つ

け
た
耕
う
ん
機
、
ク
レ
ー
ン
車
、
リ
ヤ

カ
i
、
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
が
行
き
か
い

ま
す
。

　
七
時
五
十
分
、
小
学
生
が
来
ま
し
た
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
　
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
…
…
…
。

　
十
人
く
ら
い
ま
と
ま
っ
て
来
ら
れ
ま

す
と
応
対
も
た
い
へ
ん
で
す
。

　
「
お
は
よ
う
」
　
「
は
い
」
な
ど
簡
単

な
返
事
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
中
学
生
に
な
る
と
、
あ
い
さ
つ
も
は

に
か
み
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　
高
校
生
は
頭
を
下
げ
る
く
ら
い
の
人

が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
一
般
の
方
は
会
釈
し
て
通
り
ま
す
。

　
で
参
考
に
し
て
、
早
め
に
安
定
所
か

　
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

0
縁
故
で
就
労
さ
れ
る
方
も
、
氏
名
・

　
就
労
先
を
届
け
出
て
、
出
か
せ
ぎ
手

　
帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

0
出
か
せ
ぎ
者
検
診
で
要
注
意
の
方
は

　
無
理
を
せ
ず
、
軽
作
業
に
つ
く
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
安
定
所
か

町
農
業
委
員
会
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

　
歩
行
者
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
特
徴
を
と
ら
え
ま
し
た
が
、
朝

の
す
が
す
が
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら

さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
、
快

適
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
車
を
運
転
し
て
い
る
人
は

あ
い
さ
つ
の
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
走
り
な
が
ら
頭
を
下
げ
る

人
が
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
危
険
で
す
。

　
八
時
十
分
、
小
学
生
の
遅
い
組
が
横

断
歩
道
を
渡
っ
て
行
き
ま
し
た
。
こ
こ

は
信
号
機
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
り

渡
り
ま
す
が
、
な
い
と
こ
ろ
で
は
「
手

を
上
げ
て
」
　
「
渡
り
ま
す
」
　
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
、
の
三
つ
の
言

葉
を
一
組
と
し
て
、
小
学
生
は
横
断
し

て
い
ま
す
。

　
八
時
二
十
分
、
車
も
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
運
転
し
て
い
た
方
は
四
、
五
人
。
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狭
心
症

－
悪
化
す
れ
ば
1

　
　
　
心
筋
硬
塞
に

　
狭
心
症
は
心
筋
硬
塞
の
軽
い
も
の

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
心
筋
硬
塞
の

よ
う
に
心
臓
を
動
か
し
て
い
る
筋
肉

に
血
液
が
流
れ
な
く
な
っ
た
り
、
筋

肉
の
一
部
が
死
ん
で
機
能
を
果
た
せ

な
く
な
る
前
の
状
態
で
、
冠
状
動
脈

（
心
臓
に
栄
養
や
酸
素
を
運
ぶ
血
管
）

が
狭
く
な
り
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

っ
て
、
心
筋
に
必
要
な
栄
養
や
酸
素

が
不
足
し
、
S
O
S
で
キ
ケ
ン
を
知

螺
ら
せ
て
い
る
状
態
で
す
。

　
症
状
と
し
て

は
、
胸
の
中
心

部
あ
た
り
が
急

に
締
め
付
け
ら

れ
る
よ
う
な
感

じ
、
あ
る
い
は

不
快
感
、
左
肩

か
ら
腕
に
ス
ウ

ー
っ
と
放
散
す

る
痛
み
、
と
き

に
は
手
の
し
び

れ
と
し
て
感
じ

る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
発
作
は

一
時
的
で
、
二
、

三
分
く
ら
い
で

治
る
こ
と
が
多

く
、
安
静
に
す

る
こ
と
が
第
一
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が

運
動
や
肉
体
労
働
、
精
神
的
興
奮
の

あ
と
に
起
こ
り
ま
す
。
ま
れ
に
は
就

寝
中
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

暖
か
い
と
き
よ
り
寒
い
と
き
に
起
こ

り
や
す
い
よ
う
で
す
。

　
日
常
生
活
で
の
注
意
は
、
狭
心
症

の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
た
と

え
軽
症
で
あ
っ
て
も
、
主
治
医
を
決

め
て
定
期
的
に
指
導
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
狭
心
症
を
悪
化
さ
せ
る
よ
う

な
過
労
や
心
配
ご
と
、
寒
冷
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
、
体
重
増
加
、
一
時
的

な
過
食
な
ど
を
さ
け
、
規
則
正
し
い

生
活
を
続
け
る
よ
う
に
努
力
す
れ
ば

心
筋
硬
塞
へ
の
悪
化
は
防
げ
ま
す
。

⑩激しい運動を
　したとき

　　　　O　o
　　　㊨・

⑦食事後

㊤
④排便、排尿後 ①階段の上昇

　　　　　σo
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　　ど
　　ん

発な
作と
がき
起に
こ
る
か

τOl配
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骸＿骸
　　　月9

4　　　　　　　　廓

驚籍忽
嬬　　　　　　　　4

憲の・
　　　　　　　　　嬬

骸窓骸
　　　　　　　　　磯
　　　力、憲

　　　　　　　　　認

　　　ら骸
　　　　　　　　　構

蒔鰯療

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

繍麟轍餓
　　　　　　　真
辮鞍葬渉異
光幹昭由登恒進正
雄司　隆　信　夫

長長長長長三二二
男女女男女女男女

木
島
町

栄
　
町

赤
　
谷

栄
　
町

四
郎
兼

長
女
新
町
新
田

長
女
中
仙
田

長
男
　
小
根
岸

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

山
岸
　
シ
イ
　
　
霜
　
条
　
　
八
六

勾一　丁　～＿　　　一一

∴
り
v
　
　
　
．
鶯
帯
A
．

小
リ
ビ

　
　
　
璽
贋

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

◎
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
群
馬
の
竹
の
春

◎
鰯
雲
切
干
唄
を
聞
け
そ
う
な

　
鰯
雲
津
南
を
流
れ
信
州
へ

赤
と
ん
ぼ
む
ら
が
り
と
べ
る
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

◎
三
日
照
り
に
わ
か
に
稲
の
色
づ
き
し

穂
首
だ
け
勝
れ
る
稗
の
穂
風
と
も

簾
吹
く
風
に
秋
立
つ
夕
べ
か
な

蜘
蛛
の
囲
に
揚
羽
か
ら
み
て
羽
ば
た
け
る

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
総
割
敷
乱
町
野

（
繍
鋤

栄
一
木
島
町

厚
子
十
日
町
市
か
ら

※
退
職
／
九
月
三
十
日
付

農
業
委
員
会
・
小
海
太
禅

※
配
置
換
え
／
十
月
一
日
付

健
康
管
理
室
・
平
野
八
重
子
（
歯

科
診
療
所
）

※
新
採
用
／
十
月
一
日
付

　
上
野
保
育
園
・
沢
口
健
一

質ゆ

p
　
　
　
　
・
㌔
。
・

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
　
寅
生

◎
背
の
孫
の
眠
り
踊
り
の
輪
を
は
な
れ

　
孫
連
れ
て
手
に
綿
飴
の
祭
か
な

　
野
佛
に
す
す
き
供
へ
て
峠
道

　
厄
日
去
り
初
刈
取
を
ほ
つ
く
と

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
小
海
　
島
影

◎
秋
天
下
大
佐
渡
小
佐
渡
見
晴
か
す

　
櫓
田
と
な
り
て
上
越
平
野
か
な

　
秋
の
浜
水
族
館
を
見
て
ま
わ
る

　
蟹
を
買
う
秋
の
米
山
大
橋
に

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

　
人
送
る
バ
ス
に
秋
日
の
濃
ゆ
く
し
て

　
葛
の
葉
に
風
わ
た
り
い
る
古
戦
場

　
木
の
実
ふ
る
音
の
し
き
り
や
つ
づ
ら
折

　
芒
原
遙
け
き
道
の
見
ゆ
る
な
り

悔畿鞭鞭鞭な隷櫨嬬轟

9月の交通事故発生件数

　　　　　　　累計
件数4（2）25（11）
傷　者9（2）認（15
死者0（0）2（2）
酒よい0（0）3（1）
酒気おび　0（5）10（1⑤

　　（）内は前年比較

膿轄輔究敬峯聲藩蔦罫宝

心
配
ご
と
相
談

・
1
0
月
1
5
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
1
0
月
22
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

・
1
0
月
2
9
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

・
n
月
5
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

・
n
月
12
日
…
…
…
橘
出
張
所

蓼
著
．
済
藝
思
舞
鎌
画
華
纂

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

さ
わ
や
か
に
風
来
る
音
や
竹
の
春

そ
よ
風
の
重
き
う
ね
り
や
竹
の
春

鰯
雲
中
に
一
筋
飛
行
雲

菜
を
間
引
く
腰
を
の
ば
す
や
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

群
な
し
て
日
向
を
追
い
ぬ
赤
と
ん
ぼ

年
金
を
貰
い
は
じ
め
ぬ
秋
の
風

鉦
叩
一
人
鉄
け
た
る
講
の
衆

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
　
川
子

中
秋
の
月
を
頼
り
の
稲
架
を
掛
く

一
本
の
落
穂
を
惜
し
み
老
農
夫

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

ふ
る
さ
と
へ
続
く
木
曾
路
や
鰯
雲

音
も
な
く
蝉
殻
落
ち
し
朝
の
庭


